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第
五
期
国
土
交
通
省

技
術
基
本
計
画
に
つい
て

　
国
土
交
通
省
で
は
、令
和
四
年
度
か

ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
五
か
年
を
計
画

期
間
と
す
る
、新
た
な「
国
土
交
通
省
技

術
基
本
計
画
」を
策
定
し
た
。「
国
土
交

通
省
技
術
基
本
計
画
」は
、科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
、社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
、交
通
政
策
基
本
計
画

等
の
関
連
計
画
等
を
踏
ま
え
、国
民
の

安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
、国
土
交
通
行
政
に
お
け
る
事

業
・
施
策
の
効
果
・
効
率
を
よ
り
一
層

向
上
さ
せ
、国
土
交
通
に
係
る
技
術
が
国

内
外
に
お
い
て
広
く
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、技
術
政
策
の
基
本
方

針
を
示
し
、技
術
研
究
開
発
の
推
進
、技

術
の
効
果
的
な
活
用
、技
術
政
策
を
支

え
る
人
材
の
育
成
等
の
重
要
な
取
組
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
十
五
年
以
降
、こ
れ
ま
で
四
期
に

わ
た
っ
て
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、第
五

期
に
あ
た
る
本
計
画
で
は
、新
た
な
技
術

の
社
会
実
装
を
促
進
し
、新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
と
い
っ
た
視
点
を
加
え
、事

業
・
施
策
と
の
関
連
も
含
め
、技
術
研
究

開
発
を
進
め
る
上
で
の
目
指
す
方
向
性

を
示
し
た
。

は
、長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
効
率
的
・
効
果
的
で
あ
る
。こ
の

た
め
、現
在
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
定
め
る
今
後
五
年
間
の
技
術
政
策
の

前
提
と
し
て
、二
〇
～
三
〇
年
先
の
将
来

を
想
定
し
、長
期
的
な
視
点
で
実
現
を

目
指
す
将
来
の
社
会
イ
メ
ー
ジ
を
今
回

新
た
に
作
成
し
た
。具
体
的
に
は
、将
来

　
社
会
経
済
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
図

る
た
め
、三
つ
の
方
向
性
の
下
、次
の
六

つ
の
重
点
分
野
の
技
術
研
究
開
発
や
技

術
基
準
の
策
定
等
に
戦
略
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会
の

実
現

②
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

③
持
続
可
能
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社

会
の
実
現

④
経
済
の
好
循
環
を
支
え
る
基
盤
整
備

⑤
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

⑥
脱
炭
素
化
・
イ
ン
フ
ラ
空
間
の
多
面

的
な
利
活
用
に
よ
る
生
活
の
質
の
向

上横
断
的
施
策

　
技
術
研
究
開
発
の
推
進
に
当
た
り
必

要
と
な
る
基
盤
整
備
や
国
際
展
開
に
係

る
方
策
、人
材
育
成
及
び
社
会
の
信
頼

性
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
等
の
横
断

的
な
技
術
政
策
に
つ
い
て
、整
理
し
て
い

る
。国
際
展
開
や
人
材
育
成
、社
会
の
信

頼
性
確
保
等
、前
計
画
か
ら
継
続
的
に

技
術
政
策
の
基
本
方
針

　
国
土
交
通
分
野
の
施
策
を
支
え
る
技

術
政
策
の
方
向
性
を
次
の
三
つ
の
と
お

り
整
理
し
、戦
略
的
・
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
具
体
的
な
技
術
研
究
開
発
と
、技

術
政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
横
断
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

・
自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
長
期
的
な
少
子
高

齢
化
な
ど
も
外
力
と
想
定
し
、国
民
の

経
済
・
社
会
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
社
会
資
本
、交
通
・
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る「
強
靱
性
の
確
保
」を
進
め

る
。

・
地
球
温
暖
化
問
題
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
国
民
意

識
・
行
動
の
変
容
等
を
踏
ま
え
、国
民

生
活
や
社
会
・
経
済
活
動
等
、多
様
な

観
点
か
ら「
持
続
可
能
性
の
確
保
」を

図
る
。

・
世
界
的
な
社
会
・
経
済
・
技
術
等
の
急

速
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
の「
経
済
成
長
の
実
現
」

を
目
指
す
。

　
本
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ
て

の
日
本
社
会

を
念
頭
に
、国

土
交
通
分
野
の

技
術
研
究
開

発
等
を
通
じ
て

実
現
を
目
指

す
社
会
イ
メ
ー

ジ
を
、国
民
目

線
・
利
用
者
目

線（「
ど
の
よ

う
な
生
活
が
望

ま
れ
る
か
、実

現
す
べ
き
か
」

と
い
う
観
点
）

か
ら
イ
ラ
ス
ト

と
し
て
可
視

化
す
る
こ
と
と

し
、国
民
の
生

活
・
活
動
で
分
類
し
た
六
つ
の
分
野（
①

国
土
、防
災
・
減
災
、②
交
通
イ
ン
フ
ラ
、

人
流
・
物
流
、③
く
ら
し
、ま
ち
づ
く
り
、

④
海
洋
、⑤
建
設
現
場
、⑥
サ
イ
バ
ー
空

間
）を
例
と
し
て
作
成
し
た
。

技
術
研
究
開
発
の
推
進

取
り
組
ん
で
い
る
施
策
も
位
置
付
け
て

お
り
、社
会
情
勢
の
変
化
や
技
術
研
究

開
発
動
向
、あ
る
い
は
イ
ン
フ
ラ
海
外

展
開
関
連
計
画
の
策
定
状
況
等
を
踏
ま

え
、内
容
の
見
直
し
や
新
た
な
取
組
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

ま
と
め

　
第
五
期
国
土
交
通
省
技
術
基
本
計
画

の
概
要
を
述
べ
た
が
、詳
細
に
つ
い
て
は

国
土
交
通
省
の
※ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の

計
画
本
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、令
和
四
年
度
以

降
、第
五
期
計
画
に
基
づ
い
て
技
術
政
策

の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、計
画

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、必
要
な
改
善

を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。今
後
、社

会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策
審
議

会
技
術
分
科
会
の
技
術
部
会
等
を
通
じ

て
、社
会
経
済
情
勢
や
最
新
の
技
術
動

向
等
の
外
部
環
境
の
変
化
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、そ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
技
術
政
策
ニ
ー
ズ
を
適
宜
把
握

し
、取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
見

直
し
等
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

将来の社会イメージ　⑤建設現場
※20～30年先（おおむね2040～2050年頃）の将来を想定し、長期的な視点で実現を目指す将来の社会イメージとして作成

※【URL】 https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000891.html

人手不足の状況下でも生産性・安全性が最大限高まるような建設施工の自律化・遠隔化などが実現する社会
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